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　行 動分析学に おけ る倫理 の 問題は、研 究者 の 実験 ・調査の 遂

行 や 臨床 活 動 に 関 わるもの と、研 究者 の 一般 社 会 に 対 する活 動

に 関 わ るもの に 大 きく分 か れ る。後者 は 例 えば、研 究 や 臨 床 活 動

の 虚偽の 宣伝 や、相談 や 診療の 常識を逸脱 した報酬などの 問題

をい う。一方前者に は 、実験的 研 究 に お け る被験体 として の ヒト

以 外 の 動 物 に 関 するもの と、実験参 加 者 として の ヒトに 関す るも

の 、そ して 行 動 修正 の 対 象者 に 関す るもの の 3 つ が考 え られ る e

倫理 委 員 会 の 活 動 の 1つ として、第 2の 実験参加 者（被 験者）とし

て の ヒトに 関わる倫理的問題と、実験の 計画か ら遂行を経て公 刊

に 至 るまで の 倫 理 的 問題 をこ れ ま で 取 り扱っ て きた こ とか ら、本
シ ン ポジウ厶 で は、これらに 関わる諸問題を中心 に 問題提起を行

い た い。
1．非倫理的行動とは何 か

倫理的問題の 対象となる行動、すなわち非倫 理 的行 動 とは、一

般社会とい っ た大集 団 か ら友 人 関 係 など の 小 集 団 に至 る様 々な

レベ ル の 集 団 の 維 持 や 発 展 を阻 害 す る と考 え られ て い る諸行動

の うち、そ の 集 団 の 社 会 的 随 伴性 の 変 化 （集 団 か らの 排除や 強

化 子 の一定 期 間 の 停 止 等 ）を通 じて もた らされる事態 に よっ て 、
そ の 行 動 の 消 滅 もしくは 減 少 が 期 待 され る行 動 で あ る。しか し犯

罪 に 対 する刑 罰 の ように、身体 へ の 直接的 な嫌悪性制御まで を

含 む こ とは一般 には 認 め られ て い ない 。

通 常 、倫 理 綱 領 や ガ イドライン で は、どの よ うな場面 で の どの よ

うな行 勦 が非 倫 理 的 行 動 で あるか に つ い て は 述べ られ て い るが、
どの ような 行 動 が倫 理 的 で あるか に つ い て は 述べ られ てい ない 。
この ように倫 理 的 行 動は 非倫理 的行動か ら規定され るこ とが 多

い の で、倫理的行動そ の もの を定義 しようとす ると、か な り曖 昧な

もの か （他者を援助する）、逆 に きわめ て 個別 的 なもの （実験参 加

者 か らは実験開始前 に「説 明 付 き の 同 意」informed　 consent を得

る）となっ てしまう。
そこで非 倫 理 的 行 動 として 問題 とされる諸行動 に 認め られる共

通 な特 性 を見 いだ す こ とに よっ て 、非倫理的行動を減少する（倫

理 的 行 動 を促 進 す る）た め の 社会 的随伴性 の 構築に 向 けて の 行

動 倫 理 学 を考えて み た い。
2 ．非倫理 的行動の 共通特性

ヒトを実 験参加 者 とした 研 究、並び に 研 究 の 遂 行 か ら公 刊 に 至

る 過 程 に 関わる倫 理 的なガ イドライン に おい て、以 下 に示 す 共 通

特性を持 っ た 非 倫 理 的 行動を見い だすこ とが で きる。（1）社 会一

経 済 的 に高 位 の 個 体 に よる低位の 個体 へ の 一方 的 な行 動 の 制

御 、（2）偽 の情報の 他者 へ の 提示もしくは 必要な情報 の 非提 示、
（3 ）研究や 臨床に 関わっ た個体 につ いて 知 り得 た情報 の 無 許可

の 第三 者へ の 開 示。
これ らは い ずれも、研 究や 臨床の 場 面 を通 じて あ る個 体 が 他の

個体よ りも優位となること、すなわち行 動 分 析 学 に 関わ る科学的

共 同 体の 活 動を通 じて 制御 に おける不 均 衡 を作 り出 す ことと関運

して い る。しか し、この ような制御 にお け る不 均 衡一般が 集 団 の

維持や 発展を阻害する要因 となるの か 、一方的な行 動 制 御 は 常

に 非 倫 理 的 行 勦 で あるの か 、なぜ 研 究や 臨 床 の 場面 に 日常 の 社

会一経 済 的 関係 が 持ち込まれ て はならない の か、臨床場 面 で の

情報 の 提 示 の 仕方に つ い て も制限を受 けるの か 、より高 次 の 法

体 系 との 整 合 性 をど う考 え るか な どに つ い て は、まだ議論 の 余 地

が 十 分 に 残っ て いる。
3．対 抗制御 と説 明 付 きの 同 意

上 述 した よ うな
一

方 的 な制 御 に 関 し、こ れ まで の 行 動 分 析 学 の

見地か らは 対抗制御 counter
−
c。 ntro1 の 重 要 性が 強 調 され て きた。

問題 は、研 究や臨床の 場面 に おい て 対抗制御を作 り出す こ との

でき る随伴 性 をど う設 計 す るか とい うことで ある。そ の 試 み の 1つ

が 説 明 付 きの 同 意 （書 ）を 交 わ す こ とで ある。実 験の 開 始 時 （実験

参加者 と）、論文執筆 の 開 始 時 （共 著者 間 で ）、治 療の 開 始 時 （ク

ライアン トや そ の 家 族 と）な どに これ を実 施 す るこ とに より、社 会一

経 済 的 に低 位 な 個体の 対抗制御をある程度保証するこ とが 可能

とな る。
この ような観点で 対抗制御 の 自発可能な随伴性を考えて い くこ

とは、行動倫理 学の 重要 なテーマ の 1つ である。研 究 の 実 施 に つ

い て 開催され る他 の 専 門 家 を交 えた 倫 理 委 員 会 の 審 査 な ども、
こ うした 対 抗制御 の 自発 可 能 性を 援助 す るもの で な くて はな らな

い だ ろう。さらに そ こ で なされ た 議論 は、プラ イバ シー
等に 配慮 し

つ つ 、科 学 的 共 同 体 にフ ィ
ードバ ッ クされ る必 要性 が ある。なぜ な

らば、倫 理 委員会 もまた一
方的行動制御 に 関わっ て しまう可 能 性

が あるか らで ある。
4 ．倫理 的行勤を促進することは 可 能 か

対抗制御 の 随伴性 の 設 計 に よっ て 、あ る程 度 、非 倫 理 的 行 動

の 出現 の 可 能性を抑制する こ とは で きるだ ろう。しか し、対 抗 制

御 は 、あ〈まで
一

方 的 制御 に 対 す るもの で あるか ら、こ れ まで に

曝 され てきた社会 的 随 伴 性 に よっ て 、自 分 が一方 的 制 御 を与 え

て い たり受け てい た りす るこ とに 気 が つ か ない 場合が ありうる。非
倫 理 的行 動 に 敏感 とな る ような 訓練 や 教育の プロ グラム を作成

す る こ とで こ の 問 題 に 対 処 す るこ とが 重 要で あるが。こ の ようなプ

ロ グラ厶 を考 える 上 で 、い くつ か の 前提 となる問題を考察する必

要 が あるように 思われる 。

そ の 1つ は、倫 理 的 行動 は 随伴性 に よっ て 形 成され る行 動 で あ

ると同時 に 、教 示に よっ て 強く制御される 行 動 で あるとい う点 で あ

る。ヒトとい う種の 生存随伴性に とっ て きわ め て 重 要 と判断され た

場合、今まで 非 倫 理 的 行 動 とされ て い た 行動もそうで なくなる例

は、研 究や 臨床場 面 だ け で な く、戦争 とい っ た 非倫理 的 場 面 を は

じめ として 枚 挙 に い とま が ない 。 その
一

方 で、非倫 理 的行動 の 出

現 は集団の 存 亡 に 関わる場合があるた め に でき うる 限 り抑 え なく

て は な らな い の で 、倫 理 綱領 や ガ イドライン とい う形 で 提 示 しなく

て は ならない 。 そして また、こ れに 従わせ るた め の 随 伴 性 を準 備

しなくて は ならない 。 随伴性 形 成 行 動 とルー
ル 支 配 行 動 とい う2つ

の 行 動的 特性をどう設計 に 反 映させ るこ とで 、倫 理 的 行 動 をもっ

とも効 率的に 促進で きるか に つ い て は 、ま だ手 がか りが な い 。

倫理 的な問題 は、価値や選択の 問題と深 く結 びつ い て い ること

が これ ま で 指摘され て きた（ヘ イズ ら，1998 ）。した が っ て 価値や 選

択 の 問題と、例えば科学的共 同 体の 活 動 とを結 び つ け て 考察す

るこ とが必 要 なの か もしれ ない 。 Walden　Two に描 か れた ような 行

動 分 析学 的 共 同社 会 をメキ シコ で 目指 した Los　Horcones は 、共

同や平等とい っ た共 同 体 の 価 値を選 択 した 後、そ れらを具体的

に 表す価値関運行動を定義 し、共 同 体 の 社 会 維持行動コ
ー

ドを

作成する試 み を行 っ た （Horc 。 nes ，1991）。科 学 的 共 同 体を維持

するよ うな、基本的な価値 関連 行 動 が存 在 す るか に つ い て も、
我 々 はまだ知らない 。
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